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経営所得安定対策等業務

関東農政局生産部 経営政策調整官

（水田作・畑作に対する交付金業務）



経営所得安定対策等交付金とは
…担い手農業者の農業経営の安定に資する交付金などの支援制度。

１

畑作物の直接支払交付金
（ゲタ対策）

麦・大豆等の畑作物につい
て、諸外国との生産条件の
格差から生ずる不利を補正
する。

（所要額：1,924億円）

米・畑作物の
収入減少影響緩和交付金

（ナラシ対策）

価格低下等により、当年産
の収入が減少した場合にそ
の減少額を補てんする
（セーフティネット）。

（所要額：468億円）

水田活用の直接支払交付金

水田における麦、大豆、米
粉用米等の本作化を支援す
る。

（令和８年度当初予算額：
2,612億円）

（参考）令和７年度農林水産省関係概算決定総額：２兆2,956億円

農業の担い手に対する経営安定のための交付金の交付に関する法律
（担い手経営安定法）に基づく交付金（経営所得安定対策）

農業者からの申請 → 審査・交付決定、支払

予算措置による交付金

ゲタ

ナラシ

推進費
水活

農林水産省予算の約１／４



年間スケジュール
翌年度当年度前年度

５月～６月４月３月２月１月12月11月10月９月８月７月４月～６月～３月

申請者

協議会

国

当年度用
申請様式
配布

加入
申請

申請者
情報等
データ
提出

ナラシ
積立
申出 ナラシ積立金納付

対象作物の作付確認、数量確認

ゲタ数量払の交付（麦・てん菜・でん粉原料用ばれいしょ・なたね）

ナラシ
交付
申請

ナラシ
補てん金
交付

ゲタ数量払の交付（大豆・そば）

ゲタ面積払の交付

水活の交付

２



実施体制・関係機関
…幅広い関係者と連絡・調整。

３

申請者
地域農業
再生協議会
(364)

市町村 都道府県
(10)

経営所得
安定対策班

生産振興課

担い手
育成課

経営安定
対策室

関東農政局

生産部

経営・事業
支援部

水田農業
対策室

都道府県
農業再生
協議会

経安地域担
当チーム／
現地機能

経営政策課

農林
水産省

地域農業再生協議会（協議会）
市町村、JA等、農業共済組合、農業委
員会、土地改良区、農業者の代表等の
農業関係者等をメンバーに、概ね市町
村単位で構成（全国1,560カ所）。
※経安担当チームはオブザーバー参加。



農業者からの申請者・取組計画の受付、記載内容のチェック・審査

申請内容（作付面積・生産実績数量等）のシステム入力（交付金算定）

協議会等への指導、立入調査（定期調査、疑義案件など）

農業者への通知書等の発送、パンフレットの作成、制度の周知・広報

主な業務内容

４

現地において、農業者や関係者との意見交換

支払総額 ：約740 億円 （約15％）
協議会数 ：364 協議会 (約23％）
交付申請者数 ： 45,000 名 （約15％）

関東農政局管内における支払実績・全国に占める割合（令和６年度※）

将来的に、各県拠点で実施する
管内すべての申請者の審査業務を
関東農政局（本局）で実施。

※令和７年９月30日公表



経営所得安定対策等関係業務の効率化
…業務の見直し、ＤＸ等を推進中。

５

作付確認の省力化

協議会等職員が農地に足を運び、
目視で作付状況を確認

○夏期の過酷労働、熱中症のリスク
○担当職員の高齢化

情報管理の効率化

現
状

地図サイトと農地情報の連携
○農地間移動の効率化
○作付状況の地図サイトへの直接記録
○衛星画像とＡＩの解析結果をもとに
判定（実証試験中）

将
来
像

申請者情報や面積情報について、
協議会等と国の間で共通のデータ
管理システムがない

現
状

経営所得安定対策等交付金に係る情報管理
システム（統合ツール：ＢＡＭＳ）を構築

○煩雑なデータ修正のやりとりを削減
○データの先祖帰り防止

将
来
像

業務手順の標準化・統一

各協議会、拠点等の業務手法に
バラツキが見られるため、
業務手順を統一

現
状

統一的な対応により業務効率化が進展

○初心者でも対応可能な確認手順の
「見える化」

将
来
像



経営所得安定対策等の業務の魅力について

６

●農業経営の維持・発展につながる前向きな仕事

●関東局管内産地への出張等、生産現場に出向き生産者や
協議会担当者等と直接意見交換できる機会が多い

・交付申請書類の取りまとめや交付審査を行い、農業者の経営のサポートができた実感が持てます。
・経営所得安定対策等の関連した様々な疑問等について、自分で調べ、時には先輩から教わって解決できたとき、少しずつ
理解できていることが楽しい。
・チームで仕事を進めていくので、一仕事終えたときに達成感(共有)があります。
・産地等現場に出かける機会もあり、市町村やJA等の担当者と直に会うことは良い経験となります。

・申請者等に対して間違った回答を行わないことや、確実な交付金の審査及び支払いを実施するプレッシャーがあります。
・経営所得安定対策は申請から支払まで、１年スパンで完了するため、スケジュール管理が大事です。

・ベテランの先輩が大勢おり、誰にでも相談できるとても良い環境であり安定感があります。
・また、質問した内容に対して丁寧に分かるまで教えてくれます。
・繁忙期はあるものの、業務調整が行いやすく休みがとりやすい。

～令和８年度経験者採用により経安地域担当チームに配属された職員 に聞きました～

Ｑ．仕事の張り合い・楽しいことは？

Ｑ．大変なことはある？

Ｑ．職場の雰囲気は？

●丁寧かつ迅速な対応や徹底したスケジュール管理が
求められる

●職員・非常勤職員含め正確な支払の達成に向け一丸
となれる

採用
職員の声


